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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (1)

ワンポイント クロス形は，ピラミッド形よりも考えやすいです。

① 三角形ＡＢＯと三角形ＤＣＯは相似です。

長さの比は，ＢＯ：ＣＯ＝ 16：20＝ 4：5 ですから，ＡＢ：ＤＣも 4：5 です。

ＡＢが 4にあたり，ＤＣ＝ 25 cmは 5 にあたります。

1 あたり，25÷5＝ 5 (cm)ですから，4 にあたるのは 5×4＝ 20 (cm)です。

よって□が 20 cmであることがわかりました。

② 10 と 25 は，5の段の九九に出てきます。5×2＝ 10 と 5×5＝ 25 ですね。

右の図のように 5の段の九九の長さをあてはめると，

18 cmは， 3山ぶんにあてはまります。

1山あたり，18÷3＝ 6 (cm)で，□は 2山ぶんにあてはまります

から，6×2＝ 12 (cm)です。
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Ａ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (2)

ワンポイント 「上底と下底の和」を面積として考える解き方をマスターしましょう。

① 三角形アの底辺を 21 cm，三角形イの底辺を 28 cmとすると，どちらの三角形も同じ高さなので，

底辺の比が面積の比になります。

アとイの底辺の比は 21：28＝ 3：4 ですから，アとイの面積の比も 3：4 です。

② ＡＤは 8＋12＝ 20 (cm)で，平行四辺形ですからＢＣも 20 cmです。

よって，台形イの下底は 20 cmです。

三角形アの「上底と下底の和」は，8＋0＝ 8 (cm)です。

台形イの「上底と下底の和」は，12＋20＝ 32 (cm)です。

よってアとイの面積の比は，8：32＝ 1：4 です。

③ アとイは相似で，長さの比は 18：27＝ 2：3 です。

面積の比は平方数になって，(2×2)：(3×3)＝ 4：9 です。

④ すぐるでは「えんぴつ形」と名付けています。

右の図の☆は 8＋2＝ 10 (cm)，★は 5＋5＝ 10 (cm)です。

8 5 2
よってアは全体の， × ＝ です。

10 10 5

全体の面積を⑤とすると，アの面積は②にあたります。

イの面積は ⑤－②＝③にあたりますから，ア：イ＝ 2：3です。

イ

ア☆
5cm

5cm
2cm

8cm
★
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (3)

ワンポイント クロス形をさがしましょう。

① 右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形は，クロス形になって

います。

アは 10＋2＝ 12 (cm)ですから，ＡＥ：ＢＣ＝ 10：12＝ 5：6 です。

よってＥＦ：ＦＢも，5：6 です。

② ①で，右の図のしゃ線をつけた 2つの三角形はクロス形に

なっていて，長さの比は 5：6であることがわかりました。

よって高さの比も，5：6 です。

三角形ＡＦＥの高さは，11 cmを 5：6 に分けたうちの 5の方です

から，11÷(5＋6)×5＝ 5 (cm)です。

三角形ＡＦＥの底辺は 10 cm，高さは 5 cmですから，面積は，10×5÷2＝ 25 (cm2)です。
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Ｅ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(基本) 2

ワンポイント 正六角形の反復問題(基本)的な分け方をマスターしましょう。

(1) 正六角形を右の図のように分けたとき，

ア：☆：★：◎の面積の比は，1：2：2：1になります。

全体の面積が 1＋2＋2＋1＝ 6のとき，アの面積は 1です。

いま，全体の面積は 48 cm2ですから，48 cm2が 6にあたります。

1あたり 48÷6＝ 8 (cm2)ですから，アの面積も，8 cm2です。

(2) (1)正六角形を右の図のように分けたとき，ア：☆：★：◎の

面積の比は，1：2：2：1になることがわかりました。

ア：☆は 1：2ですから，アが 8 cm2なら☆は，8×2＝ 16 (cm2)です。

イの面積は，☆の面積を 1：3に分けたときの 3の方ですから，

16÷(1＋3)×3＝ 12 (cm2)です。

☆

ア

★ ◎

☆

ア

★ ◎
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☆

ア

イ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(基本) 3

ワンポイント すぐるでは「たこ形」と名付けています。

(1) 三角形ＡＢＣと三角形ＡＣＤは，辺ＡＣが共通です。

辺ＡＣを，それぞれの三角形の底辺と考えます。

三角形ＡＢＣは，底辺がＡＣで，高さは 6 cmであるＢＥ

とします。

(高さにしてはＡＣと直角になっていませんが，気にし

ないことにします。)

三角形ＡＣＤは，底辺が同じくＡＣで，高さは 15 cmで

あるＤＥとします。

(これもＡＣと直角になっていませんが，気にしない

ことにします。)

同じ底辺を持っているのですから，三角形ＡＢＣと三角形ＡＣＤの面積の比は，高さの比でＯＫに

なり，答えは 6：15＝ 2：5 です。

(2) (1)で，三角形ＡＢＣと三角形ＡＣＤの面積の比が 2：5であることがわかりました。

三角形ＡＢＣの面積は，8×8÷2＝ 32 (cm2)です。

三角形ＡＢＣと三角形ＡＣＤの面積の比は 2：5 ですから，三角形ＡＢＣの面積である 32 cm2が 2に

あたります。

1 あたり 32÷2＝ 16 (cm2)ですから，三角形ＡＣＤの面積にあたる 5 は，16×5＝ 80 (cm2)になりま

す。
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(基本) 4

ワンポイント すぐるでは「チェバ」と名付けています。

(1) 右の図の★と☆の面積の比が，ＡＦ：ＦＣになります。

★は三角形ＯＡＢなので 6 cm2，☆は三角形ＯＢＣなので 18 cm2です。

よってＡＦ：ＦＣは，6：18＝ 1：3 です。

(2) ＢＯ：ＯＦは，右の図のしゃ線をつけた四角形の面積と，かげをつけた

三角形ＯＣＡの面積の比になります。

しゃ線をつけた四角形の面積は，★が 6 cm2で☆が 18 cm2なので，

6＋18＝ 24 (cm2)です。

かげをつけた三角形ＯＣＡの面積は，問題に書いてあるとおり 12 cm2です。

よってＢＯ：ＯＦは，24：12＝ 2：1 です。
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 1 (1)

ワンポイント すぐるでは「たこ形」と名付けています。

右の図のように，点Ａから点Ｅまで補助線を書きます。

ＡＦは，三角形ＡＢＥの底辺をＢＥとしたときの，高さにあたります。

(高さにしてはＢＥと直角になっていませんが，気にしないことにします。)

三角形ＡＢＥの面積は，12×20÷2＝ 120 (cm2)です。

ＦＣは，三角形ＥＢＣの底辺をＢＥとしたときの，高さにあたります。

(これもＢＥと直角になっていませんが，気にしないことにします。)

三角形ＥＢＣの面積は，ＥがＤＣの真ん中の点なので，ＣＥの

長さは 16÷2＝ 8 (cm)ですから，20×8÷2＝ 80 (cm2)です。

ＡＦ：ＦＣは，三角形ＡＢＥと三角形ＥＢＣの面積の比になるので，

120：80＝ 3：2 です。
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 1 (2)

ワンポイント (1)を利用して，三角形ＡＦＥの面積を求めます。

(1)で，ＡＦ：ＦＣは 3：2 であることがわかりました。

右の図のイとウの面積の合計は，三角形ＡＣＥの面積ですから，

8×20÷2＝ 80 (cm2)です。

イの面積とウの面積の比も，ＡＦ：ＦＣと同じなので 3：2ですから，

イの面積は，80÷(3＋2)×3＝ 48 (cm2)です。

アの面積は，8×20÷2＝ 80 (cm2)です。

アとイの面積の合計が，四角形ＡＦＥＤの面積ですから，ア＋イ＝ 48＋80＝ 128 (cm2)です。

Ｃ20cm

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｆ12cm 16cm3
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 2

ワンポイント ＡＤ，ＥＦ，ＢＣと，長さがずん，ずん長くなっていくイメージで。

(1) ＡＥ：ＥＢ＝ 5：3 ですから，ＡＥが 5山ぶん，ＥＢは 3山ぶんの長さ

です。

右の図のように横線を引くと，ＡＤは 13 cm，ＥＦは 28 cmで，

ＥＦの方が，28－13＝ 15 (cm)長くなっています。

5山ぶんで 15 cm長くなったのですから，1山あたり，

15÷5＝ 3 (cm)ずつ長くなっています。

ＥＢは 3山なので，ＥＦにくらべてＢＣは 3山ぶん長くなり，

3×3＝ 9 (cm)長くなります。

よってＢＣの長さは，28＋9＝ 37 (cm)です。

(2) (1)で，ＢＣの長さは 37 cmであることがわかりました。

台形ＡＥＦＤの高さを，5山ぶんですから 5にして，

台形ＥＢＣＦの高さを，3山ぶんですから 3にします。

台形ＡＥＦＤの面積は，(13＋28)×5÷2＝ 102.5 です。

台形ＥＢＣＦの面積は，(28＋37)×3÷2＝ 97.5 です。

よって，台形ＡＥＦＤと台形ＥＢＣＦの面積の比は，102.5：97.5＝ 41：39 になります。
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 3 (1)

ワンポイント 2種類の解き方を説明します。2種類とも理解しましょう。

(解き方その 1 ) すぐるでは「別クロス，元クロス」と名付け

ています。

右の図のアは，15－12＝ 3 (cm)です。

イは，9＋15＝ 24 (cm)です。

右の図のように線をのばすと，

しゃ線部分のようなクロス形ができます。

ＤＦ：ＦＣ＝ 12：3＝ 4：1 なので，ＡＤ：ウも，4：1 です。

よってウは，24÷4＝ 6 (cm)です。

右の図のしゃ線部分も，クロス形になっています。

ＡＤ：エは，24：(15＋6)＝24：21＝ 8：7 です。

よって，ＤＧ：ＧＥも，8：7 です。

(次のページへ)
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

(解き方その 1 ) すぐるでは「たこ形」と名付けています。

右の図のＡＥ，ＥＦのような補助線を引くと，

三角形ＡＦＤと三角形ＡＥＦの面積の比が，ＤＧ：ＧＥになります。

三角形ＡＦＤの面積は，24×12÷2＝ 144 (cm2)です。

三角形ＡＥＦの面積は，長方形ＡＢＣＤの面積から，よけいな

白い 3つの三角形の面積を引いて求めることができます。

15×24－(24×12÷2＋9×15÷2＋15×3÷2)

ＡＢＣＤ ＡＦＤ ＡＢＥ ＥＣＦ

＝ 360－(144＋67.5＋22.5)

＝ 126 (cm2)です。

三角形ＡＦＤの面積は 144 cm2，三角形ＡＥＦの面積は 126 cm2ですから，面積の比は，

144：126＝ 8：7 になり，ＤＧ：ＧＥ も 8：7 です。
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Ａ Ｄ
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Ａ Ｄ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 3 (2)

ワンポイント 点Ｅから点Ｆまで補助線を引いて考えましょう。

(1)で，ＤＧ：ＧＥは 8：7 であることがわかりました。

右の図のアとイの面積の合計は，三角形ＤＥＦの

面積になりますから，12×15÷2＝ 90 (cm2)です。

ＤＧ：ＧＥ＝ 8：7 ですから，アとイの面積の比も 8：7 です。

よってイの面積は，90÷(8＋7)×7＝ 42 (cm2)です。

ウの面積は，15×3÷2＝ 22.5 (cm2)です。

よってイとウの面積の和である四角形ＧＥＣＦの面積は，42＋22.5＝ 64.5 (cm2)です。

ウ
ＣＥ 15cmＢ 9cm

Ｆ

Ａ Ｄ

Ｇ
15cm

12cm

3cm

24cm

ア

イ

8

7
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 4

ワンポイント ＡＤ：ＤＢが 7：5 なら，どの三角形とどの三角形の面積の比も 7：5 になるでしょう。

(1) ＡＤ：ＤＢが 7：5 なら，右の図のアとイの三角形の面積の比も 7：5

です。

イは三角形ＦＢＣなので面積は 20 cm2ですから，アである

三角形ＡＦＣの面積は，20÷5×7＝ 28 (cm2)です。

ＣＦ：ＦＤが 3：1 なら，右の図のしゃ線部分と太線でかこまれた部分

の面積の比も 3：1です。

しゃ線部分の面積は 28＋20＝ 48 (cm2)ですから，太線で

かこまれた部分の面積は，48÷3＝ 16 (cm2)です。

三角形ＡＦＣの面積は 28 cm2で，三角形ＡＢＦの面積は 16 cm2であることがわかりました。

(2) ＢＥ：ＥＣは，右の図の太線でかこまれた部分としゃ線部分の

面積の比になるので，16：28＝ 4：7 です。

ＡＦ：ＦＥは，右の図の太線でかこまれた部分としゃ線部分の

面積の比になるので，(16＋28)：20＝ 11：5 です。

Ｅ
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イ
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ＦＤ
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ＦＤ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 5

ワンポイント すぐるで「たこ形」と名付けている解き方を利用してもとめましょう。

(1) ＡＤ：ＢＣ＝ 2：3 なので，右の図の太線でかこまれた三角形と

しゃ線部分の三角形の面積の比も，2：3 です。

全体の台形の面積は 450 cm2ですから，太線でかこまれた

三角形の面積は，450÷(2＋3)＝ 90 90×2＝ 180 (cm2)です。

また，しゃ線をつけた三角形の面積は，90×3＝ 270 (cm2)です。

ＤＥ：ＥＣ＝ 4：5 なので，右の図の★と☆の面積の比も 4：5 に

なり，☆の面積は，180÷(4＋5)×5＝ 100 (cm2)です。

よって，三角形ＡＣＥの面積は 100 cm2であることがわかりました。

(2) (1)で，右の図のしゃ線部分の三角形の面積は 270 cm2，

太線でかこまれた部分の面積は 100 cm2であることがわかりました。

よってＢＦ：ＦＥは，270：100＝ 27：10 です。

★

Ｅ

Ｆ

Ｄ

ＣＢ

Ａ 2

3

4

5

Ｅ

Ｆ

Ｄ

ＣＢ

Ａ 2

3

4

5
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☆

Ｅ

Ｆ

Ｄ

ＣＢ

Ａ 2

3

4

5
270

100
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

反復問題(練習) 6

ワンポイント すぐるで「えんぴつ形」と名付けている解き方を利用してもとめましょう。

右の図のアは，1＋1＝ 2です。イは，1＋2＝ 3です。

ところで正六角形というのは，右の図のように線を引けば，

正三角形 6個に分かれます。

正六角形の右側に，右の図のように三角形をつけると，この三角形も

正三角形になります。

よって，右の図の★と☆は，同じ長さです。

(次のページへ)

☆ ★

2

11
ア

1 イ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

右の図のウは 2になり，同じように考えてエは 3になります。

注意 ウとエは本当は(正三角形なので)同じ長さにならなければ

ならないのですが，気にしなくても問題を解くことができます。

右の図のオは 1＋2＝ 3，カは 2＋3＝ 5です。

よって，右の図のしゃ線部分の面積は，太線でかこまれた三角形の

2 3 2
面積の， × ＝ になります。

3 5 5

太線部分の面積を⑤とすると，しゃ線部分の面積は②にあたります。

キの部分は，⑤－②＝③にあたります。

右の図のようになります。

(次のページへ)
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②
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

ところで，右の図のしゃ線部分の正三角形の面積は，正六角形の

1
面積の です。

6

正六角形の面積は 60 cm2ですから，しゃ線部分の正三角形の面積は，

1
60× ＝ 10 (cm2)です。

6

しゃ線部分の面積が 10 cm2ならば，10 cm2が②にあたるので，

①あたり 10÷2＝ 5 (cm2)です。

四角形ＦＥＣＤの面積は③にあたるので，5×3＝ 15 (cm2)です。

②

Ｃ

Ｅ

Ｆ Ｄ

③
②
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

トレーニング 1

(1) 右の図のように 8 cmの長さの辺を書くと，ちゃんと 2 cmずつ

辺の長さが長くなります。

ａは 2山ぶん，ｂは 1山ぶんになりますから，

ａ：ｂは，2：1 になります。

(2) 右の図のように 10 cm，14 cm，16 cmの長さの辺を

書くと，ちゃんと 2 cmずつ辺の長さが長くなります。

ａは 2山ぶん，ｂは 3山ぶんになりますから，

ａ：ｂは，2：3 になります。

6

10

12

8ａ

ｂ

6

10

12

8ａ

ｂ

8

12

14

10ａ

16
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ｂ

8

12

14

10ａ

16

18

ｂ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

トレーニング 2

(1) かげの部分は全体の半分ですから，36÷2＝ 18 (cm2)です。

(2) 正六角形を右の図のように分けると，6等分したことになります

から，かげの部分の面積は，36÷6＝ 6 (cm2)です。

(3) 長方形に対角線を書いて右の図のように分けると，長方形は 4等分

されます。

よって，正六角形を右の図のように分けると，6等分したことになります

から，かげの部分の面積は，36÷6＝ 6 (cm2)です。

(4) (3)と同じように，正六角形を右の図のように分けると，6等分したことに

なります。

1つぶんの面積は 36÷6＝ 6 (cm2)です。

かげの部分は 2つぶんになっていますから，6×2＝ 12 (cm2)です。

(5) 正六角形を右の図のように分けると，1：2：2：1 に分かれることを

おぼえておきましょう。

36 cm2が 1＋2＋2＋1＝ 6 にあたるので，1 あたり 36÷6＝ 6 (cm2)です。

かげの部分は 2にあたるので，6×2＝ 12 (cm2)です。

(次のページへ)

1

2 2

1
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

(6) (3)と同じように，正六角形を右の図のように分けると，正六角形を 6等分

したことになります。

1つあたり，36÷6＝ 6 (cm2)で，かげをつけた部分は 4つぶんにあたります

から，6×4＝ 24 (cm2)です。

(7) 右の図の太線でかこまれた部分は，正六角形を 6等分したものですから

36÷6＝ 6 (cm2)です。

かげをつけた部分は，太線でかこまれた部分をさらに半分にした部分です

から，6÷2＝ 3 (cm2)です。

(8) 正六角形を右の図のように分けると，6等分したことになり，1つぶんは，

36÷6＝ 6 (cm2)です。

かげをつけた部分は 3つぶんにあたるので，6×3＝ 18 (cm2)です。

(9) 右の図の太線でかこまれた 2つの三角形は，どちらも正六角形を

6等分したものですから，面積は 36÷6＝ 6 (cm2)です。

よって右の図のしゃ線部分は，36－6×2＝ 24 (cm2)です。

かげの部分はしゃ線部分の半分ですから，24÷2＝ 12 (cm2)です。
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

トレーニング 3

(1) 右の図で，あ＝ 28 cm2，い＝ 12 cm2，う＝ 20 cm2です。

ア ： イ＝ＡＤ ： ＤＢ＝ う ：い＝ 20 ： 12＝ 5 ： 3 。

ウ ：エ＝ ＢＥ ： ＥＣ＝あ ： う＝ 28 ： 20＝ 7 ： 5 。

オ ： カ＝ ＣＦ ： ＦＡ＝い ：あ＝ 12 ： 28＝ 3 ： 7 。

キ ： ク＝ＡＯ ： ＯＥ＝ (あ＋う) ： い＝ (28＋20) ： 12＝ 48 ： 12＝ 4 ： 1 。

ケ ： コ＝ ＢＯ ： ＯＦ＝ (あ＋い) ： う＝ (28＋12) ： 20＝ 40 ： 20＝ 2 ： 1 。

サ ： シ＝ ＣＯ ： ＯＤ＝ (い＋う) ： あ＝ (12＋20) ： 28＝ 32 ： 28＝ 8 ： 7 。

(2) 右の図で，あ＝三角形ＯＡＢ＝ 15 cm2です。

ＢＥ ： ＥＣ＝ 3 ： 4 ですから，あ：う も 3 ： 4 となり，

う＝15÷3×4＝ 20 (cm2)です。

ＣＦ ： ＦＡ＝ 5 ： 3 ですから，い：あ も 5 ： 3 となり，

い＝15÷3×5＝ 25 (cm2)です。

よって，ス＝三角形ＯＢＣ＝い＝ 25 cm2，

セ＝三角形ＯＣＡ＝う＝ 20 cm2です。

ソ ： タ＝ＡＤ ： ＤＢ＝ う ：い＝ 20 ： 25＝ 4 ： 5 。

チ ：ツ＝ＡＯ ： ＯＥ＝ (あ＋う) ：い＝ (15＋20) ： 25＝ 35 ： 25＝ 7 ： 5 。

テ ： ト＝ ＢＯ ： ＯＦ＝ (あ＋い) ： う＝ (15＋25) ： 20＝ 40 ： 20＝ 2 ： 1 。

ナ ：ニ＝ ＣＯ ： ＯＤ＝ (い＋う) ： あ＝ (25＋20) ： 15＝ 45 ： 15＝ 3 ： 1 。

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｏ

Ａ

あ う

い

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｏ

Ａ

う

い

あ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

トレーニング 4

(1) 「たこ形」です。

ａ：ｂ＝太線でかこまれた三角形：しゃ線の三角形

＝ (8×6÷2) ： (10×4÷2)

＝ 24 ： 20

＝ 6 ： 5

(2) 「たこ形」です。

ａ：ｂ＝太線でかこまれた三角形：しゃ線の三角形

＝ (22×6÷2) ： (18×14÷2)

＝ 66 ： 126

＝ 11 ： 21

10cm
6cm

4cm

8cm

ａ

ｂ

6cm

22cm

18cm

14cm

ａ

ｂ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

実戦演習 1

(1) 右の図の太線でかこまれた三角形ＥＣＤは，

平行四辺形の半分です。なぜなら，

右の図のようにすると，アとアは同じ面積，イとイも

同じ面積で，太線でかこまれた三角形は「アイ」にな

り，平行四辺形は「アアイイ」ですから，半分になりま

す。

平行四辺形の面積は 50 cm2ですから，三角形ＥＣＤ

はその半分の，50÷2＝ 25 (cm2)です。

(2) (1)で，右の図の太線でかこまれた三角形の面積は

平行四辺形の面積の半分の 25 cm2であることがわかり

ました。

よって右の図のしゃ線部分の面積も，残り半分になり，

25 cm2です。

しかも ＡＥ：ＥＢ＝ 3：2ですから，★と☆の面積の比も

3：2 になるので，★の面積は，25÷(3＋2)×3＝ 15 (cm2)

です。

(次のページへ)
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

さらに ＡＦ：ＦＤ＝ 1：2 ですから，アとイの面積の比も

1：2 になるので，三角形ＦＥＤであるイの面積は，

15÷(1＋2)×2＝ 10 (cm2)です。

(3) (1)で，右の図のしゃ線部分の面積は 25 cm2である

ことがわかりました。

また，(2)で，太線でかこまれた部分の面積は 10 cm2

であることもわかりました。

しゃ線部分と太線でかこまれた部分の面積の比は，

25：10＝ 5：2 です。

よって，ＣＧ：ＧＦ も，5：2 になります。

Ｅ

Ｂ Ｃ

ＤＡ

3

2

2

Ｆ

15cm

1 2

ア イ

2

Ｇ

Ｅ

Ｂ Ｃ

ＤＡ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

実戦演習 2

(1) 三角形ＦＢＣの面積は 12 cm2ですから，右の図のイの面積が

12 cm2です。

ＡＤ：ＤＢ＝ 2：1 ですから，ウ：イも 2：1 になります。

イが 12 cm2ですから，三角形ＡＦＣであるウの面積は，

12×2＝ 24 (cm2)です。

(2) ＢＦ：ＦＥ＝ 4：3 ですから，右の図の (ア＋イ)：ウの面積の比も

4：3 です。

ウの面積は，(1)で求めたとおり 24 cm2です。

よって (ｱ＋イ) の面積は，24÷3×4＝ 32 (cm2)です。

四角形ＡＢＣＦの面積が 32 cm2であることがわかりました。

(3) (2)で，(ア＋イ) の面積である四角形ＡＢＣＦの面積が，32 cm2であることがわかりました。

ところで，イの面積は 12 cm2であることがはじめからわかっていますから，アの面積は，32－12＝ 20

(cm2)です。

これで，ア，イ，ウの面積はそれぞれ，20 cm2，12 cm2，24 cm2であることが

わかりました。

ＣＦ：ＦＤ は，右の図の (イ＋ウ) ： アの面積の比と同じです。

よって，(12＋24)：20＝ 36：20＝ 9：5 になります。

イ
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Ｄ Ｅ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

実戦演習 3 (1)

ＡＤ：ＤＢ＝ 1：1 ですから，ＡＤ＝ 1，ＤＢ＝ 1 とすると，

右の図のア＝1＋1＝ 2です。

ＢＣ：ＣＥ＝ 3：1ですから，ＢＣ＝ 3，ＣＥ＝ 1 とすると，

イ＝ 3＋1＝ 4になり，平行四辺形は上底と下底の

長さが同じなので，ウも 4 になります。

三角形ＡＤＧと三角形ＡＢＣは相似で，

ＡＤ：ＡＢ＝ 1：2 ですから，ＤＧ：ＢＣも 1：2 になり，

ＢＣ＝ 3ですから，ＤＧであるエは，3÷2＝ 1.5 です。

右の図のようになり，オ＝4－1.5＝ 2.5 ですから，

ＤＧ：ＧＦ＝ 1.5：2. 5＝ 3：5 になります。

Ｈ

Ｇ Ｆ
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

実戦演習 3 (2)

右の図の，★と☆の面積の比を求める問題です。

右の図の太線でかこまれた 2つの三角形ＤＢＥと

三角形ＦＤＥは，平行四辺形の半分ずつなので，

面積が等しいです。

この 2つの三角形の面積を，どちらも 1 に決めます。

★は，1からカを引いた残りの面積で，

☆は，1からキを引いた残りの面積です。

カとキは相似になっていて，ＣＥ：ＧＤ＝ 1：1.5＝ 2：3

ですから，ＥＨ：ＨＤ も 2：3 です。

ＥＤ＝ 2＋3＝ 5にあたります。

あとは，えんぴつ形を利用して解いていきます。

1 2 1
カの面積は三角形ＤＢＥの × ＝ です。

4 5 10

1 1 9
三角形ＤＢＥの面積を 1にしたので，カの面積は にあたり，★の面積は，1－ ＝ です。

10 10 10

3 1.5 9
キの面積は三角形ＦＤＥの × ＝ です。

5 4 40

9 9 31
三角形ＦＤＥの面積を 1にしたので，キの面積は にあたり，☆の面積は，1－ ＝ です。

40 40 40

9 31
よって，★と☆の面積の比は， ： ＝ 36：31 になります。

10 40
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

実戦演習 4

(1) Ｅ点は辺ＤＣの真ん中の点ですから，ＤＥ：ＥＣ＝ 1：1 です。

右の図のように，ＡＥをＥの方向に，辺ＢＣをＣの方向に

のばすと，ＤＥ：ＥＣ＝ 1：1 ですから，★と☆は合同です。

よってアの長さは，辺ＡＤと同じ長さになり，5 cm

です。

右の図の太線でかこまれた 2つの三角形は

クロス形になっています。

ＡＤ：ＢＧ＝ 5：(10＋5)＝ 5：15＝ 1：3 ですから，

ＤＦ：ＦＢ も 1：3 です。

(2) (1)で，ＤＦ：ＦＢ は 1：3 であることがわかりました。

よって，右の図のイとウの面積の比も 1：3です。

ウの面積は 12 cm2であることが問題に書いてありました。

よってイの面積は，12÷3＝ 4 (cm2)になり，太線でかこ

まれた三角形の面積は，4＋12＝ 16 (cm2)です。

太線でかこまれた三角形の底辺をＡＤ＝ 5 cmとすると，高さはＤＣですから，5×ＤＣ÷2＝ 16 とな

り，逆算をして，ＤＣ＝ 16×2÷5＝ 6.4 (cm)です。
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演習問題集５下第８回 くわしい解説

実戦演習 5 (1)

右の図の太線でかこまれた四角形から，アとイの三角形の面積を

引けば，かげをつけた三角形の面積を求めることができます。

太線でかこまれた四角形の面積は，正六角形の面積の半分です

から，72÷2＝ 36 (cm2)です。

1
右の図のしゃ線部分の面積は，正六角形の面積の ですから，

6

72÷6＝ 12 (cm2)です。

アはその半分なので，12÷2＝ 6 (cm2)です。

正六角形を右の図のように分けると，面積は 1：2：2：1 に分かれます。

2 1
右の図のしゃ線部分の面積は，正六角形の面積の ＝ ですから，

6 3

72÷3＝ 24 (cm2)です。

イはその半分なので，24÷2＝ 12 (cm2)です。

太線でかこまれた部分の面積は 36 cm2で，アは 6 cm2，イは 12 cm2ですか

ら，かげをつけた部分の面積は，36－(6＋12)＝ 18 (cm2)です。

ア
イ

ア

1

2

2

1

イ

ア
イ



- 31 -

演習問題集５下第８回 くわしい解説

実戦演習 5 (2)

1
右の図のしゃ線部分の面積は，正六角形の面積の ですから，

6

72÷6＝ 12 (cm2)です。

よって，ア：イの比がわかれば，かげをつけた部分の面積を求める

ことができます。

ところで，正六角形は，右の図のように 6個の合同な正三角形に

分けることができます。

ウは正三角形の 2辺ぶん，エは 1辺ぶんですから，ウ：エは 2：1 です。

右の図のウ：エが 2：1 ですから，クロス形なのでア：イ も 2：1 です。

しゃ線部分の面積は 12 cm2でしたから，かげをつけた部分の面積は，

12÷(2＋1)＝ 4 (cm2)です。
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